
私の家は、84歳になる母親、妻、そしてバイクを趣味に持つ長男の４人家族です。
昭和49年に酪農を続けていた父が入院したため、それまでの東京での会社勤めを辞めて郷里に戻り

就農いたしました。その父も昭和51年に亡くなり、私がその後を継ぎ本格的に酪農を始めました。
当初は12頭の搾乳牛を飼っていましたが、経験も知識も乏しく、不慣れのなか試行錯誤の繰り返しで

した。当時は近所に15軒の酪農家があり、また小野上酪農組合にも加入し、その方々のご指導をいただ
き、今では成牛30頭と育成牛12頭にまで規模を拡大しました。
農業を取り巻く経営環境が厳しさを増すなか、次々に酪農を辞める人が増え、今では小野上地区でた

った１軒になってしまいましたが、朝夕の搾乳作業、牛舎の掃除や餌やりといそがしい毎日を送ってい
ます。
昨年は、口蹄疫の問題も起こり、その厳しさも増大していますが、牛舎を消毒したり、石灰をまいたり

し、家族で力を合わせて頑張っています。
これからも、消費者においしくて安心で安全な牛乳を届けること、また少しでも農業の発展に寄与で

きればと考えております。



２

大
を
防
止
す
る
た
め
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
と
被
害
に

対
す
る
万
全
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
よ
う
国
や
県
に
要
請

す
る
次
第
で
す
。

今
日
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
そ
の
よ
う
な
災
害
の

み
な
ら
ず
、
後
継
者
や
担
い
手
の
減
少
と
就
業
者
の
高
齢

化
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い
遊
休
農
地
が
増
加
す
る
な
ど
の

構
造
的
な
課
題
に
加
え
、国
内
外
の
産
地
間
競
争
の
激
化
、

食
料
自
給
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
な
ど
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
及
び
農
家

の
代
表
機
関
で
あ
る
と
い
う
責
務
を
自
覚
し
、
地
域
と
次

代
を
担
う
意
欲
的
な
後
継
者
の
育
成
と
確
保
、
将
来
の
法

人
化
な
ど
経
営
確
立
に
向
け
て
の
集
落
営
農
組
織
へ
の
支

援
に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
遊
休
農
地
を
解
消
し
、
再
び

農
地
を
農
地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
、
違
反
転
用
や
不
適
切
な
農
地
管
理
に
対
す
る
指

導
強
化
に
よ
り
優
良
農
地
の
確
保
を
進
め
る
な
ど
、
地
域

農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
着
実
に
実
行
し
、

農
家
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
行
動
す
る

農
業
委
員
会
と
し
て
職
務
に
精
励
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
家
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

渋
川
市
農
業
委
員
会
は
、
昨
年
２
月
の
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
を
経
て
、
新
た
な
体
制
で
市
の
農
政
発
展
の
た
め

農
業
委
員
会
業
務
に
ま
い
進
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、家
畜
伝
染
病
の
口
蹄
疫
が
宮
崎
県
で
発
生
し
、

畜
産
業
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
夏
の
猛
暑
で
は
、
作
物
枯
れ
や
水
稲
の

高
温
被
害
、
乳
量
の
減
少
と
い
っ
た
深
刻
な
影
響
が
で
る
な

ど
、
農
畜
産
業
に
と
っ
て
大
変
な
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
口
蹄
疫
問
題
で
は
、
４
月
の
発
生
か
ら
約
29
万
頭

も
の
家
畜
を
犠
牲
に
し
て
、
よ
う
や
く
終
息
宣
言
が
で
た

の
が
猛
暑
も
続
く
８
月
下
旬
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
間
、
畜
産
農
家
は
も
ち
ろ
ん
防
疫
作
業
に
あ
た
ら
れ

た
関
係
者
及
び
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

終
息
し
た
と
は
い
え
、
農
家
の
方
々
の
悲
し
み
は
簡
単

に
は
癒
え
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
畜
産
県
宮
崎
の
一
日
も

早
い
再
生
と
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

農
業
は
病
虫
害
や
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
産
業
な

だ
け
に
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
災
害
の
発
生
と
被
害
の
拡



平
成
22
年
10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
56
回
群
馬
県
農
業
委
員
大
会
」
の

席
上
で
、「
群
馬
県
農
業
振
興
船
津
賞
」

を
森
田
倉
次
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
上
毛
か
る
た
で
知
ら
れ

る
、
旧
富
士
見
村
出
身
の
「
老
農
船
津

伝
次
平
翁
」の
功
徳
を
顕
彰
す
る
た
め
、

３

群
馬
県
の
農
業
及
び
農
村
の
振
興
発
展

に
貢
献
し
た
農
業
者
を
表
彰
し
、
そ
の

業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
県

内
に
紹
介
し
農
業
振
興
推
進
を
図
る
目

的
で
昭
和
35
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お

り
、
群
馬
県
農
業
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
も

称
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
森
田
さ
ん

は
、
戦
後
の
混
乱
が
続
く
昭
和
26

年
、
水
も
道
も
な
い
旧
北
橘
村
硯

石
へ
仲
間
と
と
も
に
入
植
し
ま
し

た
。
当
時
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ

ど
見
渡
す
限
り
の
森
林
で
、
機
械

も
な
く
、
立
木
は
す
べ
て
人
の
手

で
片
付
け
、
一
鍬
一
鍬
入
れ
て
開

墾
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
、
常
に

開
拓
集
落
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
交
通
事
情
の
乏
し
い
道
を
一

日
仕
事
で
、
県
庁
や
役
場
、
農
協

な
ど
へ
出
向
き
、
道
路
建
設
や
水

道
工
事
、
有
線
放
送
の
推
進
な
ど

地
区
の
生
活
改
善
の
た
め
、
自
身

受賞式の様子

森田さん おめでとうございます

の
農
作
業
と
苦
し
い
生
活
が
続
く

な
か
に
あ
っ
て
も
東
奔
西
走
さ
れ

ま
し
た
。

入
植
当
初
か
ら
の
作
物
栽
培

は
、
厳
し
い
気
象
条
件
の
な
か
収

穫
が
上
が
ら
ず
、
冷
害
も
受
け
深

刻
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
積
雪
寒
冷
地
区
を
対
象

に
乳
牛
を
貸
し
付
け
る
「
寒
冷
地

対
策
事
業
」
で
乳
牛
１
頭
を
借
り

受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
全

戸
が
酪
農
に
転
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
酪
農
組
合
を
発
足
さ
せ
、
農
業

構
造
改
善
事
業
に
よ
る
牛
舎
な
ど

の
施
設
整
備
、
農
業
機
械
類
の
充

実
に
努
め
、
酪
農
団
地
造
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

今
で
も
多
く
の
農
業
機
械
類
が
酪
農

組
合
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
飼
料
種

の
購
入
や
農
作
業
も
共
同
に
す
る
な
ど

コ
ス
ト
削
減
を
実
践
し
、
自
給
飼
料
畑

を
伴
う
酪
農
経
営
が
し
っ
か
り
根
付

き
、
県
内
で
も
屈
指
の
酪
農
団
地
を
誇

っ
て
い
ま
す
。

森
田
さ
ん
の
卓
越
し
た
指
導
力
は
活

動
の
場
を
広
げ
、
同
村
農
業
委
員
と
し

て
５
期
15
年
、
こ
の
間
に
会
長
に
も
就

任
し
、
地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
城

酪
農
組
合
の
本
部
理
事
や
県
農
業
研
究

会
の
指
導
活
動
に
も
尽
力
し
、
赤
城
西

麓
土
地
改
良
事
業
で
は
計
画
当
初
よ
り

地
区
の
代
表
と
し
て
事
業
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

優
れ
た
指
導
力
と
行
動
力
、
そ
し
て

何
事
に
も
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
姿

勢
と
併
せ
人
望
厚
い
誠
実
な
人
柄
は
、

地
域
の
多
く
の
人
々
に
尊
敬
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
、こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

渋
川
市
で
は
46
年
ぶ
り
３
人
目
の
受
賞

者
と
な
り
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

群
馬
県
農
業
振
興
船
津
賞

群
馬
県
農
業
振
興
船
津
賞�

受
賞
　
森
田

受
賞
　
森
田 

倉
次
倉
次
さ
ん（
北
橘
町
赤
城
山
）

（
北
橘
町
赤
城
山
）�
群
馬
県
農
業
振
興
船
津
賞�

受
賞
　
森
田 

倉
次
さ
ん（
北
橘
町
赤
城
山
）�
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１.

国
・
県
へ
の
要
請
に
つ
い
て

（
１
）
市
特
産
品
「
こ
ん
に
ゃ
く
（
芋
・

精
粉
・
荒
粉
含
む
）」
の
関
税
率
の
現
状

維
持

（
２
）
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

の
拡
充

（
３
）
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

の
継
続

回
答
‥
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
機
会
を
捉

え
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

２.

地
域
農
産
物
・
特
産
物
を
活
用
し
た

農
業
の
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
は
、
平
成
22
年
10
月
12
日
に
市
長
へ
建
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
よ
り
積
極
的
な
農
業
施
策
の
展
開

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
主
な
内
容
と
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
要
約
、
抜
粋
）

基盤整備された金井南平地区

体験学習による稲刈り（橘北小）

回
答
‥
渋
川
広
域
農
業
活
性
化
推
進
協
議

会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

竹
林
整
備
事
業
で
の
堆
肥
化
や
竹
炭
の
農

地
還
元
、
選
別
農
薬
農
法
に
よ
る
産
地
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
伊
香
保
温
泉
を
核
に
し
た

観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

３.
農
業
用
水
の
汚
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

回
答
‥
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施

設
整
備
等
に
よ
る
水
洗
化
の
向
上
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
努
め
た
い
。

４.

農
業
委
員
会
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

回
答
‥
農
地
法
の
適
正
業
務
を
は
じ
め
、

農
業
振
興
全
般
に
わ
た
る
活
動
を
進
め
る

う
え
で
、
組
織
の
体
制
強
化
は
重
要
と
考

え
積
極
的
に
支
援
し
た
い
。

５.

遊
休
農
地
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
市
民
農
園
等
の
利
活
用
事
業
の
強

化（２
）
遊
休
農
地
解
消
支
援
と
し
て
補
助

制
度
の
拡
充
・
強
化

回
答
‥
有
効
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
補

助
制
度
の
拡
充
に
努
め
た
い
。

６.

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

（
１
）
認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
経
営
確

立
支
援

（
２
）
農
業
後
継
者
の
育
成
確
保

（
３
）
集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援

回
答
‥
い
ず
れ
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

７.

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
・
維
持
管
理

に
つ
い
て

（
１
）
土
地
基
盤
整
備
と
優
良
農
地
の
確

保（２
）
農
道
及
び
用
排
水
路
の
整
備

（
３
）
渋
川
南
部
地
域
用
排
水
路
の
整
備

回
答
‥
（
１
）
費
用
対
効
果
に
も
配
慮
し

必
要
な
支
援
を
し
た
い
。（
２
）
今
後
も

計
画
的
に
整
備
を
進
め
た
い
。（
３
）
流

末
処
理
機
能
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
し
た
い
。

８.

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

回
答
‥
市
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議

会
と
連
携
し
対
策
を
強
化
し
た
い
。ま
た
、

補
助
制
度
の
拡
充
に
努
め
た
い
。

９.

畜
産
対
策
に
つ
い
て

回
答
‥
安
定
し
た
畜
産
経
営
が
図
れ
る
よ

う
支
援
し
た
い
。

10.

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
地
産
地
消
の
推
進

（
２
）
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
畜
産
物
の

利
用
拡
大

（
３
）
教
育
現
場
に
お
け
る
食
農
教
育
や

体
験
学
習
の
導
入
・
拡
大

（
４
）
有
機
農
業
の
推
進

回
答
‥
研
究
会
組
織
を
立
ち
上
げ
、
安
心

安
全
な
農
産
物
提
供
シ
ス
テ
ム
を
構
築
、

ま
た
観
光
な
ど
異
業
種
間
の
連
携
を
図
り

地
産
地
消
の
拡
大
に
努
め
た
い
。
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６

相
続
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ

っ
て
相
続
人
が
被
相
続
人
の
権
利
義

務
を
承
継
す
る
も
の
で
す
。
よ
っ
て

農
地
法
第
３
条
の
許
可
は
不
要
で
す

が
、
同
法
第
３
条
の
３
第
１
項
に
よ

り
、
農
業
委
員
会
に
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

相
続
し
た
農
地
は
、
耕
作
し
な
い

と
遊
休
農
地
と
な
っ
て
し
ま
い
、
不

法
投
棄
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
の
発
生

な
ど
環
境
が
悪
化
し
、
周
辺
農
地
へ

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
と
指
導
さ
れ
、
是
正
さ

れ
な
い
場
合
は
勧
告
や
罰
則
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
相
続
後
の
農
地
に
つ
い
て
、

売
買
や
貸
借
、
転
用
な
ど
を
す
る
場

合
は
、
農
地
法
の
規
制
を
受
け
許
可

が
必
要
で
す
。

農
業
の
崩
壊
は
農
家
だ
け
の
問
題
で

な
く
、
消
費
者
で
あ
る
国
民
の
損
失
で

も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
食
料
を
ど
う
確

保
し
維
持
し
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点

か
ら
の
改
革
が
必
要
で
す
。

生
産
者
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
の
み
な
さ
ん
も
、
農
産
物
の
品
質
と

価
格
を
考
え
、
国
産
で
安
心
・
安
全
な

食
料
供
給
の
た
め
の
農
家
育
成
が
で
き

る
国
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
の

で
す
。
儲
か
る
農
業
に
な
れ
ば
就
農
者

も
増
え
、
農
産
業
に
活
気
が
生
ま
れ
、

後
継
者
も
必
ず
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
安
定
し
た
質
の
高
い
食
料
供
給

が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

日
本
の
食
と
未
来
を
崩
壊
さ
せ
な
い

た
め
に
、
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か

す
運
動
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
今
こ
そ
農
政
の
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

大
局
的
な
事
を
言
っ
て
も
始
ま
り
ま

せ
ん
が
、
地
域
農
業
発
展
に
は
地
産
地

消
が
一
番
効
果
的
で
す
。
特
に
農
産
物

直
売
所
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
は
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
、
地
域
農
業
の
振

興
発
展
に
貢
献
す
る
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
、
健
康
に
は
気
を

つ
け
て
、
元
気
を
出
し
て
農
業
を
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

日
本
の
農
業

農
政
部
会
長

永
井
　
克
男

（
赤
城
町
三
原
田
）

世
界
の
食
料
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
不
安

定
化
し
、
お
金
を
払
え
ば
い
つ
で
も
食

料
は
買
え
る
と
い
う
時
代
は
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
国
内
の
農
家
は
大
幅

に
減
少
し
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
と

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
疲
弊
す
る
農

村
、
食
料
自
給
率
が
世
界
最
低
水
準
の

日
本
。
こ
の
傾
向
が
今
後
も
続
く
と
、

国
民
へ
の
食
料
供
給
の
確
保
も
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
消
費
不
況
と

安
価
な
農
産
物
輸
入
が
日
本
の
農
家
を

圧
迫
し
、
農
業
を
続
け
る
に
は
今
の
値

段
で
は
食
べ
て
い
け
ま
せ
ん
。

平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
の
10
㌃
当

た
り
の
賃
借
料
水
準
は
、
別
表
の
と
お

り
で
す
。
農
地
の
賃
貸
借
契
約
の
目
安

と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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農作業の参考にしてください 平成23年度農作業労賃標準額

1.臨時雇用賃金（1日当たり）

市農業委員会では、平成23年度の農作業労賃標準額について下表のとおり定めました。
なお、この労賃等は標準額であり、作業場所の状態や作業の難易度等により異なりますので、これを参考に当事者間の話し合いで決めてください。

1. 上記標準額は、土地改良事業等によるほ場整備地の場合とする。その他は、ほ場条件、作業の難易度等によって割増しする。
2. 面積計算は、土地登記簿上の面積または換地面積とする。
3. 料金支払いは、作業終了後1か月以内に現金で支払う。

2.農作業請負料金

●備 考

※これは標準額ですので、作業内容や耕地の状況等考慮のうえ、当事者間で協議確認のうえ決定してください。

抜根のみ※抜根処理すると185,000円（運搬距離・処理量により異なります）
クロスかけ（ピッチ幅70cm×深さ50cm）

種子、肥料代は別（耕耘、施肥、播種、整地、鎮圧）
１回（すき込み割増）

耕耘、草刈、畦畔等管理（年３回）
軽トラック

整地作業は別料金

植付のみ
中苗（芽出しは441円）
結束・倒伏は割増し

〃

〃

15,000円

35,000円

標 準 額

標 準 額 付 記

単 位作 業 名

作 業 名

代 か き

農作業全般（田植え・稲刈り・麦刈り・こんにゃく、野菜等植付け・収穫） 5,500円～10,000円 労働時間８時間（労働条件により異なります）

機 械 田 植 え
育 苗 代
刈 り 取 り （ 水 稲 ）

〃 （ 大 豆 ）
乾 燥 ・ 調 整 （ 水 稲 ）
も み す り （ 水 稲 ）
乾 燥 ・ 調 整 （ 麦 ）
麦 ま き 一 式
ロ ー タ リ ー （ 耕 耘 ）
プ ラ ウ （ す き 耕 ）
桑 抜 根
サ ブ ソ イ ラ ー
遊 休 農 地 管 理
運 搬 費（ も み ・ 玄 米 ）

10a当たり

10a当たり

10a当たり

60kg当たり

１箱当たり
10a当たり

〃

〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
１回

付 記
7,000円

8,000円
畦 畔 塗 り １m当たり 60円

740円
16,800円

13,500円

〃 （ 麦 ） 〃 16,800円

800円
800円
1,500円

6,500円

7,000円

2,000円
23,000円

7,500円

８

就
農
し
た
の
は
い
つ
か
ら
で
、

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

団
体
職
員
と
し
て
20
年
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。体
調
を
崩
し
、

新
た
な
道
と
し
て
農
業
を
選
び
ま
し

た
。
平
成
20
年
に
県
立
農
林
大
学
校
の

「
ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校
」
に
入
校
し
、

そ
こ
で
露
地
野
菜
の
研
修
を
一
年
間
受

け
、
準
備
期
間
を
経
た
あ
と
の
平
成
22

年
に
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

主
に
栽
培
し
て
い
る
の
は
露

地
茄
子
で
す
。
夏
秋
栽
培
で
約

７
０
０
本
を
育
苗
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。経
験
不
足
で
苦
労
の
連
続
で
す
が
、

商
品
と
し
て
上
手
く
出
来
た
と
き
は
充

実
感
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
は

そ
の
他
に
、
タ
ラ
の
芽
栽
培
を
父
よ
り

教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

茄
子
は
直
売
所
な
ど
に
出
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に

品
質
の
よ
い
も
の
を
安
定
し
て
生
産
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
、
タ
ラ
の

芽
や
他
の
作
物
に
つ
い
て
も
栽
培
し
て

い
く
予
定
で
す
。
経
験
と
勉
強
の
毎
日

で
す
が
、
一
日
も
早
く
農
業
経
営
者
と

し
て
自
立
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
で
す
。

佐藤 学さん
（石原）


